
 

 

 

 

 

 

 

       令和３年１１月１日  №５２８ 

            

「いつか必ず起きる大地震」 
                  校長 齋藤 瑞穂  

朝夕の空気がひんやり肌寒く感じられるようになってきました。朝、校門に立っていると、厚手の防

寒着を纏い、寒そうに背を丸めて登校してくる子もちらほら見られます。早いもので 2学期も折り返し

地点を過ぎました。9 月の始業式当時には大変心配された新型コロナウイルスの感染状況は、ここにき

て予想以上に好転しています。気を緩めることはできませんが、よい傾向であることには違いありませ

ん。心なしか阿佐ヶ谷の町を行く人々の表情が明るくなっているようにも感じられます。このままコロ

ナ禍が収束してほしいと願わずにはいられません。 

   ＊     ＊     ＊ 

さて先月 26 日、4 学年児童と立川防災館へ行っ

てきました。杉並区では、4 学年児童を対象に防災

体験の機会を設けることになっています。昨年度は

感染症対策のため、学年５０名以上の児童を受け入

れてくれる施設はなく、残念ながら実施できません

でしたが、今年度は少人数グループに分かれて 4つ

の体験をすることができました。 

久しぶりの校外学習にやや興奮気味だった 4年生。

しかし、防災館でインストラクターの方から火事や地

震の恐ろしさや具体的な身を守る行動についてお話

をうかがううちに、どの子も真剣な表情に変わっていきました。 

煙で満たされた部屋から壁を頼りに姿勢を低くして脱出する体験、過去の大きな地震の揺れを再現し

た地震体験、火災と地震の VR体験（＝ゴーグルをつけ、専用の椅子に乗って、仮想空間で火災と地震

を現実であるかのように体験しました）、消火器を使った消火体験。学校で月一回の避難訓練を積んで

いても、これだけの体験はほとんどの子が初めてです。特に最新のVR体験は、大人の私でもドキドキ

するような臨場感がありました。ましてや感受性豊かな子供たちです。火災や地震の恐ろしさを十分理

解するとともに、だからこそ日頃の備えが大切なのだと実感できたのではないでしょうか。 

今年は日本各地でやや大きな地震が頻発しています。つい 20日ほど前には、東京でも東日本大震災

以来 10 年ぶりの震度 5 強の揺れが観測されました。「今後 30 年以内に、南関東でマグニチュード７

クラスの地震が起きる確率は７０％」という推定もあります。子供たちには、「いつか起きるかもしれ

ない」ではなく、「大地震はいつか必ず起きる」と心得ておくよう、折に触れて話しています。いざ大

地震が起きたときに備え、まず自分の命を守る行動ができるようになっておくこと――未来の社会の担

い手である子供たちには、これもまた必須の力なのです。 

防災館での貴重な体験は、子供たち一人一人の防災意識を確かに高めたことでしょう。 
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消火体験 消火器の使い方を学びました。 

みんな真剣そのものです。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

202１体育的行事 
晴れ渡った空の下元気いっぱい体を動かす子供

たち。当初予定していた形通りとはいきませんで

したが、無事各学年が今までの成果を発表するこ

とができました。 

暑い中ご参観くださった保護者の皆様、ありが

とうございました。 

 



 

 

 

 

 

 

 

算数 

算数の学習では、スクリーンに映し出されたノ―ト

に、児童の発言をもとに式や考え方を書き加えて、み

んなでノートを作り上げています。 

また、友達のノートを書画カメラでスクリーンに映

して、「どう考えたのか」説明する活動をしています。 

 

 

他にも、ロイロノートを活用して自分の考えと友

達の考えを共有しています。自分とは違う考えを知

ることや、同じ考え方でも表現が違うということに

気が付くきっかけになっています。 

 「かさ」や「三角形と四角形」の学習では、身近

にある容器や正方形、長方形の形を探して写真に撮

ったものをお互いに見合う活動をしました。 

 

                        

                 

国語や図書で 

タブレットを使って、漢字の書き取りの練習問題を行ったり、漢字の書き順を確認したりすることが

できます。 

図書では、書画カメラで絵本を大きく映し出して読み聞かせを行うことがありました。小さな絵本で

も絵を楽しみながらお話を聞くことができ、子供たちの表情がより生き生きとしていました。 

 

 

    

 

２年生 ICT機器の活用 



 

 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  曜 行事予定 

1 月 委員会 

2 火 
 

3 水 文化の日 

4 木 安全指導 

5 金 体育朝会（４年） 給食費引落し 

6 土 
 

7 日 
 

8 月 クラブ活動 

9 火 移動教室事前検診 

10 水 
弓ヶ浜移動教室始（５・６年） 

特別時程 

11 木 弓ヶ浜移動教室（５・６年） 

12 金 
弓ヶ浜移動教室終（５・６年） 

体育朝会（３年） 

13 土 
 

14 日 
 

15 月 特別時程 

16 火 
 

17 水 たてわり集会（１・６年） 

18 木 生活習慣病検診（５年） 

19 金 学習発表会リハーサル 

20 土 学習発表会（１・２・３年） 

21 日 
 

22 月 
理科出前授業（５年） 

社会科見学（４年） 

23 火 勤労感謝の日 

24 水 たてわり集会（２・５年） 

25 木 
 

26 金 
避難訓練 

体育朝会（２年） 

27 土 
 

28 日 
 

29 月 特別時程 

30 火 
 

校庭芝生の養生期間について 

10 月 30 日（土）から 11 月 21 日（日）まで芝

生の養生をします。冬芝の種を蒔き、芽が育つの

を待ちます。期間中、校庭は使用できませんので、

朝遊びや校庭開放も休止となります。 

ご迷惑をおかけしますが、ご協力をお願いいた

します。 

１１月の生活目標 

「めあてを立てて、取り組みましょう」 

  生活指導部  野崎 幹生  

２学期は早くも折り返し地点を迎えました。 

高学年の児童は、移動教室に向けての事前学習を

行っています。また、１～３年生は、11月 20日（土）

の学習発表会に向けて、体育館を使っての練習が始

まります。 

そうした中、ここまでの 2 学期前半を振り返り、

教室での学習や生活についても、立ち止まって考え

させたいところです。学期初めのめあてがどこまで

達成できているか。今月、今週、そして一日のめあ

てを意識させるなどしながら、学習や生活、行事に

向けて取り組ませていきたいと思います。 

また 11月は下記の通り、校庭の芝生養生の期間に

もあたります。休み時間の遊び方を工夫して、「本を

何冊読む」など、読書の秋にふさわしいめあてを立

てるのもいいですね。 

学習発表会  場所：体育館 

１１月２０日（土）１，２，３年生 

○1 年生：音楽発表 （受付開始 8:40） 

【開演】 9：00 ～ 9：20 

○2 年生：生活科発表（受付開始  9:30） 

【開演】 9：50 ～ 10：10 

○3 年生：演劇発表 （受付開始 10:30） 

【開演】 10：45 ～ 11：10 

 

12月 4日（土）４，５，６年生 

○4 年生：総合的な学習の時間発表 

（受付開始 8:40）【開演】 9：00 ～ 9：20 

○5 年生：音楽発表（受付開始  9:30） 

【開演】 9：50 ～ 10：20 

○6 年生 演劇発表（受付開始 10:25） 

【開演】 10：50 ～ 11：25 

 

・校舎 1 階にて図工作品の展示がありますので、

体育館での発表後にご覧ください。 

・新型コロナウイルス感染拡大防止の観点から各

家庭 2 名までのご参観とさせていただきます。 

・詳しくは、後ほど学校よりお便りを配布いたし

ますのでご確認ください。 

※図工作品の鑑賞は午後（12：00～16：30：最終

受付 16:15）も行います。 


